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親愛なる小林の皆さんへ、
私の名前はチャールズ・ケラダです。
私の妻は小林出身です。私たちは 3
月に小林に戻ってきました。以来、
毎日を楽しんでいます。私たちの
息子は 6 月 20 日に生まれました。
ここにいる皆さんは、（私たちを）支えてくださった
り、親切にしてくださり、いつも助けてくださいます。
私たちは皆さんに会えるのを、そして皆さんと一緒
に生活できることを楽しみにしています。

Dear friends and family of Kobayashi,
My name is Charles Kelada. My wife is a 
native of your city, and we came back to 
Kobayashi back in March and have enjoyed 
every day since. Our son was born on June 
20th. Everyone here has been supportive, 
kind, and very helpful. We are looking 
forward to seeing you all and to continuing 
our lives with you.

ALTの『英語コラム』

Introduction   - from  Charles -
自己紹介 チャールズ先生より

　　

道
路
や
歩
道
へ
の
倒
木
、
枝
・

雑
草
の
張
り
出
し
な
ど
は
、
日
ご

ろ
か
ら
樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払

い
・
草
刈
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
や
歩
道
へ
の
倒
木
、
枝
の

張
り
出
し
な
ど
に
よ
り
通
行
の
支

障
に
な
っ
た
り
、
標
識
が
見
え
に

く
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
場
所
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が

原
因
で
、
車
両
や
歩
行
者
に
事
故

が
発
生
し
た
と
き
は
、
樹
木
の
所

有
者
に
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
の

樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

強
風
や
大
雨
の
後
は
、
特
に
注

意
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

・
建
設
課

　

℡
23
‐
０
３
１
１

　

高
速
道
路
沿
線
か
ら
本
線
上
へ

樹
木
な
ど
が
倒
れ
こ
み
、
走
行
中

の
車
が
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
高
速
道
路
へ
の
樹
木

な
ど
の
倒
れ
こ
み
の
危
険
が
予
測

さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
樹
木
な
ど

を
管
理
す
る
所
有
者
で
伐
採
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

危
険
性
が
あ
り
弊
社
に
て
伐
採
を

行
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
所
有
者
へ
事
前
連
絡
を
し

た
上
で
伐
採
を
行
い
ま
す
が
、
危

険
性
・
緊
急
性
が
極
め
て
が
高
い

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
や
む
を

得
ず
事
前
連
絡
を
せ
ず
に
伐
採
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

高
速
道
路
を
安
全
・
快
適
に
走

行
で
き
る
よ
う
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ

　

Ｃ
Ｏ
）
九
州
支
社
管
理
第
一
課
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９
８
５
‐
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‐
２
５
３
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退
職
金
制
度
は
企
業
に
と
っ
て

福
利
厚
生
の
充
実
、
優
秀
な
人
材

の
確
保
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
者
の

相
互
扶
助
の
精
神
と
国
の
援
助
で

確
立
さ
れ
た
制
度
で
す
。市
で
は
、

退
職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難

な
中
小
企
業
者
に
対
し
、
中
退
共

制
度
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
加
入
事
業

主
に
対
す
る
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
安
全･

確
実･

有
利

な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
中
退
共
制
度
の
特
徴

①
掛
金
は
全
額
非
課
税

②
加
入
前
の
過
去
勤
務
期
間
や
転

　

職
し
た
場
合
に
通
算
が
可
能
で

　

す
。

③
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

　

す
。

④
市
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

⑤
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
で
き

　

ま
す
。

◆
掛
金
の
種
類

　

月
額
５
０
０
０
円

　
　

～
３
万
円
（
16
種
類
）

※
短
期
労
働
者
は
２
０
０
０
円
～

　

４
０
０
０
円
（
3
種
類
）
の
特

　

例
掛
金
月
額
も
選
択
で
き
ま
す
。

◆
加
入
の
手
続
き

　

各
金
融
機
関
に
加
入
申
込
書
が

あ
り
ま
す
。

◆
補
助
金
制
度

　

小
林
市
退
職
金
共
済
加
入
促
進

補
助
制
度
（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
・
特
定
退
職
金
共
済
制
度
）

で
は
、
新
規
加
入
及
び
追
加
加
入

し
た
事
業
主
に
、
加
入
し
た
従
業

員
1
人
に
つ
き
５
０
０
０
円
（
上

限
）
を
補
助
し
ま
す
。（
3
年
間

を
限
度
と
し
ま
す
）

●
問

・
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　

事
業
本
部

　

℡
03
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
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７
月
５
日
か
ら
の
九
州
北
部
地

方
で
の
継
続
的
な
大
雨
に
よ
り
、

人
的
・
物
的
損
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

人
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
赤
十

字
社
は
、
次
の
と
お
り
義
援
金
を

口
座
振
込
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
と
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
込
募
金

◆
受
付
募
集
期
間

　

８
月
31
日
（
木
曜
）
ま
で

◆
受
付
金
融
機
関

　

全
国
の
郵
便
局

▼
口
座
記
号
番
号

　
０
０
１
９
０
‐
２
‐
６
９
６
８
４
２

▼
口
座
加
入
者
名

　

日
赤
平
成
29
年
７
月
大
雨
災
害

義
援
金

◆
そ
の
他

①
受
領
証
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　

通
信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」
と

　

記
入
の
う
え
、
氏
名
、
住
所
、

　

連
絡
先
を
記
入
く
だ
さ
い
。

②
窓
口
で
の
取
扱
の
場
合
、
振
替

　

手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
の
場
合
は
、
所

　

定
の
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

●
問

・
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部　

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
４
０
４
５

募
金
箱

◆
受
付
期
間

　

８
月
31
日
（
木
曜
）
ま
で

◆
設
置
箇
所

▼
市
役
所

　

本
庁
、
福
祉
課
、
須
木
庁
舎
、

野
尻
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

▼
社
会
福
祉
協
議
会

　

本
所
、
須
木
支
所
、
野
尻
支
所

の
各
ロ
ビ
ー

◆
そ
の
他

　

領
収
書
の
必
要
な
人
は
福
祉
課

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

・
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６
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▼▼　
案　

内

道
路
へ
の
倒
木
、
枝
・

雑
草
の
張
り
出
し

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
か
ら
の

お
願
い

中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度

平
成
29
年
７
月
５
日
か

ら
の
大
雨
災
害
義
援
金

『力を合わせて』

～食べなきゃソンする小林スイーツ！～

『若手職員』編

　市では、市内企業と市役所若
手職員が協力し、ご当地グルメ
を考案する取り組みを３年前か
ら行っています。
　今回考案した出品グルメは

「情熱と青春のてなんどスムー
ジー」。市内でゼリーなどのス
イーツを製造販売している「株
式会社ＡＰＰ」さんにご協力い
ただき、完成しました。
　使用しているのは、ダイワ
ファームのヨーグルトと小林秀
峰高校生が作った乳酸菌飲料で、
ムースの甘みといちごの酸味が
ベストマッチな大人テイストの

スムージーです。
　このグルメは、８月 19 日に開
催される「ご当地グルメコンテ
スト」に出品します。ぜひ、会
場にてお召し上がりください。

小林産のイチゴを使ったチョコクッキー
や米粉を使った白玉をトッピング

市 役 所  × 株 式 会 社 A P P

ご当地グルメコンテスト
２０１７ in まつり宮崎

日時：８月 19 日（土）
　　　10：00 ～ 17：00
会場：MRT　micc
　　　２階ダイヤモンドホール
費用：入場無料、食券は１枚 500 円
※食券は当日会場で購入できます。
※１人 10 枚まで購入可能。
問＝商工観光課　℡ 23-1174

小林の魅力を詰め込んだ絶品スムー
ジーで、優勝目指して頑張ります！

　日本では、お盆がそ
ろそろ近づいてきます。
実は、お盆に当たる行
事はフランスにもあり
ます。
　 ハ ロ ウ ィ ー ン の 次
の 日 の 11 月 １ 日 は、

「Toussaint( ト ゥ ー サ
ン )｣ という日がありま
す。それは ｢ 諸聖人の日 ｣ という意味の祭日
です。フランスはキリスト教が主な宗教なの
で、諸聖人を記念する祭日です。
　宗教は違いますが、日本のように、この祭
りのころにはお墓参りをする習慣があります。
ただお花などを持っていって、お墓におくだ
けなのです。菊の花が寒さに強くて、秋に咲
くので、一番使われている花です。故人と話
をして、祈る人もいるのですが、花をおいて
から帰る人の方が多いです。

『メロンばなし』

T
ト ゥ ー サ ン

oussaint ～フランスのお盆～


